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協議会事業の目的及び目標 建築・住宅支援センター協議会

事業目的

①消費者が様々な情報にアクセスしや

すいＨＰ等の整備・提供を行い

事業目標

①ワンストップで行う中古不動産の流通

促進ビジネスモデルの育成を支援するすいＨＰ等の整備・提供を行い、

消費者が安心できる不動産取引の

ための環境を整備

促進ビジネスモデルの育成を支援する

こと。

②地域の抱える空き屋問題の解消や、
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②インスペクションや瑕疵保険業務を

通じて消費者に対する建築物の品質

それを活用し流通させるための方策

として各関連事業者におけるビジネス

モデル構築が必要。 2通じて消費者に対する建築物の品質

保証確保と金融支援を推進

③多様化する消費者ニ ズに対応でき

モデル構築が必要。

③官民連携により具体的に

モデルケースの検証を行う。

④「消費者の保護の枠組み形成」③多様化する消費者ニーズに対応でき

るよう、不動産取引業者の資質向上と

教育研修制度の充実

④「消費者の保護の枠組み形成」、

「流通住宅ストックの質の向上」

「多様なニーズに対応可能な事業者の

④発注者が信頼できる建設・リフォーム

工事業者の責任体制の確立と知識

育成」といった取組みを併せて実施。

⑤県民の住生活の安定向上に向けた

各種取り組みの総合的な推進を図る工事業者の責任体制の確立と知識

及び技術習得の機会を提供

各種取り組みの総合的な推進を図る。



協議会の組織
建築・住宅支援センター協議会

建築・住宅支援センター協議会

①(公社）奈良県宅地建物取引業協会

②(公社）全日本不動産協会奈良県本部

プロジェクト 部会

①「平城京住宅再生プロジェクト部会」

奈良県の北部地域担当

③奈良県建築協同組合

④(一社）奈良県建築士会

⑤（公社）奈良県不動産鑑定士協会

②「飛鳥・藤原京住宅再生プロジェクト部会」

奈良県の南部地域担当

3

⑥（株）南都銀行

⑦奈良中央信用金庫

⑧大和信用金庫

◎部会の役割

・不動産流通業務の推進と課題を 3⑧大和信用 庫

⑨奈良信用金庫

⑩（株）京都銀行 高の原支店

⑪㈱奈良新聞コミュニケーションズ

不動産流通業務 推進 課題を

克服するため、異業種が交流して

ワンストップで中古不動産流通ビジネス

を、地域に根ざして推進していく目的で⑪㈱奈良新聞コミュ ケ ションズ

⑫(株)日本住宅保証検査機構京滋支店

⑬（一財）建築・住宅支援センター

アドバイザー

を、地域に根ざして推進していく目的で

設立。

宅建業者だけでなく、不動産業、

リフォーム関係、設計・監理関係やアドバイザ

⑭奈良県土マネージメント部まちづくり

推進局住宅課

⑮橿原市

リフォ ム関係、設計 監理関係や

各職人等々で構成。

ビジネスにおける具体的な諸問題の解決

に向け討議 推進⑮橿原市

⑯明日香村

⑰香芝市

に向け討議、推進。



協議会のビジネスモデル（サービス開発） 建築・住宅支援センター協議会

職人への「直接発注」で工事価格を軽減 建築・住宅支援センターと瑕疵保険の利用で安心

44
◎建築・住宅支援センター協議会では、多くの職人（2,700名）
で組織されている「奈良県建築協同組合」がメンバーです。
そのため、お客様が職人さんに直接発注をすれば、
リフォーム工事代金等を軽減することが可能になります。

◎お客様との契約内容や各職人への手配は建築・住宅
支援センター協議会がお客様と相談の上お世話いた代

建築・住宅支援センター協議会ではご希望されるお客様の
リフォーム工事等に関する直接発注のご相談もお受けする
とともに、建築・住宅支援センター協議会に登録する建築士
や各種技能職員のご紹介もいたします。

支援センタ 協議会がお客様と相談の上お世話いた
します。
工事の不具合の有無を検査員があなたに代わって
チェックします。万一の場合も保険金が支払われます。

※瑕疵保険の加入には建物に 定以上の性能が求めら
※建築・住宅支援センター協議会では瑕疵保険会社と連携し

ていますので「職人さんへの直接発注」を安心してご利用
いただくことができます。

※「直接発注」の契約書作成・監理・検査・見積、支払の査定
等々は お客様と相談の上建築 住宅支援センタ 協議会

※瑕疵保険の加入には建物に一定以上の性能が求めら
れます。また、加入検査料と保険料が必要になります。

等々は、お客様と相談の上建築・住宅支援センター協議会
でワンストップで行う事ができます



協議会のビジネスモデル（サービス開発） 建築・住宅支援センター協議会

材料・設備機器の直接購入で材料費を大幅にダウン 既存（中古）住宅売買5つの安心システム

建築・住宅支援センター協議会が目指す事業モデル
（国土交通省支援事業）

消費者ニーズに対応できる不動産流通市場の環境整備を行います。
異業種 官民が連携 中古住宅市場 住宅 ム市場 活性化を図ります

今 お住まいの住宅売却や これから購入予定の既存(中古)住宅を安心して売買いただくために

異業種の官民が連携し、中古住宅市場・住宅リフォーム市場の活性化を図ります。
公共の住生活の安定向上を目的とした支援事業を行ないます。

①ワンストップで行う先進的な不動産流通ビジネスモデルの育成・支援と既存ストックの有効活用の促進。

②消費者が安心できる不動産取引と、消費者が様々な情報にアクセスしやすい環境の整備、提供。

③インスペクションや瑕疵保険業務で、消費者へ建物品質保証確保と金融支援の推進。

④多様化する消費者ニーズに対応できる不動産取引業者の資質向上と教育研修制度の充実。

⑤発注者が信頼できる、建設、リフォーム工事業者の責任体制の確立と知識及び技術習得の機会を提供。

建築・住宅支援センタ 協議会

既存（中古）住宅売買 ５つの安心システム
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今、お住まいの住宅売却や、これから購入予定の既存(中古)住宅を安心して売買いただくために
建築・住宅支援センター協議会が組み合わせた安心システムを活用して、安心・安全な不動産取引を・・。

①プロによる耐震性、性能評価、設備の検査

③安心信頼出来る業者でリフォームを実施

●建築士である住宅インスペクター業者が調査し、報告書を
作成致します。隠れた不具合の有無や客観的情報は、住宅
の売主と買主と建築業者との間のリフォーム工事や販売など
の商談・打合せに効果的です。

●住宅インスペクターの調査は、クレームの軽減・リスクヘッジ
につながります。

●売買時の価格の妥当性や資産価値などの
相談または査定を不動産鑑定士がおこなう
事により、安心した商談・打合せができます。

②プロの不動産鑑定士による相談や査定

④住宅瑕疵保険で住まいの「安心」を守る

建築・住宅支援センター協議会
構成事業者

[協議会会員]
◆（社）奈良県宅地建物取引業協会
◆（社）全日本不動産協会奈良県

本部
◆奈良県建築協同組合
◆（社）奈良県建築士会
◆（社）奈良県不動産鑑定士協会
◆（株）南都銀行
◆（株）京都銀行
◆奈良中央信用金庫
◆大和信用金庫
◆奈良信用金庫 5

◎個人のお客様は、販売代理店（問屋）から建築部材や
設備機器を直接購入することは出来ません

1

⑤金融ローン提供者（銀行等）と連携システム

●工事業者発注への不安、難解な工事費用、デザインや設
計 に対し、専門の建築士や施工者が責任もって対処します。

●売買される既存（中古）住宅の「基本構造部分」等
における瑕疵によって起きた損害を補償する保険制度
です。住まいの「安心」を守ります。

●建築士による検査や瑕疵保険加入により、建築・住宅支
援 センター協議会が連携する金融ローン提供者（銀行
等）からの融資が受けやすくなります。

◆奈良信用金庫
◆（株）奈良新聞コミュニケーション

◆（株）)日本住宅保証検査機構
◆（一財） 建築・住宅支援センター

[アドバイザー]
◆奈良県
◆橿原市
◆香芝市
◆明日香村

奈良市今辻子町24‐1若井ビルTEL 0742‐20‐8811  FAX 0742‐94‐8800

※「既存（中古）住宅5つの安心
システム」は、お客様が各業者に
手配する必要はございません。
お客様と相談の上、ワンストップで
建築・住宅支援センターが行います。

一般財団法人 建築・住宅支援センター

設備機器を直接購入することは出来ません。
建築・住宅支援センター協議会では、一次問屋関係者
等にご理解をいただき、特別にお客様から建築・住宅支
援センターに直接発注することができます。
販売代理店（問屋）ですので、リフォーム工事等に必要

◎お住まいの住宅売却や、これから購入予定の
既存（中古）住宅を安心して売買いただくために
建築・住宅支援センター協議会が組み合わせた安心
システムを活用して、安心・安全な不動産取引を・・・・。

な建築部材や設備機器を市価よりも大幅に安く購入
する事ができます。
また、お客様による直接購入ですので、「工事業者や
職人」の販売利益や資材経費がほとんど発生しません。

※「既存（中古）住宅5つの安心システム」は、お客様が
各業者に手配する必要はございません。
お客様と相談の上、ワンストップで建築・住宅支援センター
協議会が行います。協議会が行います。



既存建物 検査知識 技術講習

協議会事業（講習会開催） 建築・住宅支援センター協議会

既存建物 検査知識・技術講習

開催日 ：2013年１１月２９日（金）

開催場所 ：奈良県奈良市内

対象者 :協議会部会員

既存建物インスペクター・既存住宅アドバイス検査
実践講習会（一戸建にて実践講習）

開催日 ：2013年10月25日（金）

開催場所 ：奈良県生駒市内 対象者 :協議会部会員

講習会目的：既存住宅流通市場において、

部会員（宅建業、建設業、ﾘﾌｫｰﾑ業）

が、顧客に対し対象既存建物の的確

場
対象者 ：既存建物インスペクター及び既存住宅

アドバイス講習受講証明 資格者

講習会目的：住宅購入者にアドバイス、インスペクション
（建物検査）や瑕疵保険が提供できる専門家
の育成を目的とし おります
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なアドバイスが行えるように、既存建物

の検査知識・技術の習得を目的として

います。

の育成を目的としております。
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協議会事業（インスペクション・相談会） 建築・住宅支援センター協議会

明日香村既存民家インスペクションを実施
目的：当インスペクションは、村民にインスペクション

の必要性の理解と普及を目的として実施。
日時：2013年10月31日

橿原ニュータウン不動産相談会実施
目的：50周年に向け、橿原NT空き家等諸問題の解決を

目的として実施。
日時： 2014年2月11日（火・祝）日時：2013年10月31日

場所：奈良県明日香村南平田
構造：木造2階建て（在来工法）

日本瓦葺き モルタル仕上げ
延べ床面積： 82.62 ㎡

日時： 2014年2月11日（火 祝）
開催場所：白橿会館（橿原ニュータウン内)
◎協力： 橿原市・白橿ニュータウン 自治連合会

◎協議会専門相談員
奈良県宅地建物取引業協会 ２名（宅建協会専務他）
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延 床面積 8 6
建築時期：昭和４８年

・奈良県宅地建物取引業協会 ２名（宅建協会専務他）
・全日本不動産協会奈良県本部１名（部会副部長）
・奈良県不動産鑑定士協会 ２名（鑑定士協会会長他）
・奈良県建築士会 １名（建築士会副会長）
・奈良県建築労働協同組合 ２名（協同組合会長他）
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基礎鉄筋探査

・京都銀行 橿原支店 １名（京都銀行橿原支店長）

◎参加者主な相談内容
○父が1年前に亡くなり建物の管理処理について、月一度
見回りに来ているがどう管理していけば良いのかわからない基礎鉄筋探査 柱 傾斜測定
見回りに来ているがどう管理していけば良いのかわからない。

○父親から相続したが、売却したい。価格税金等知りたい。
○母が高齢なので亡くなった場合、売却、賃貸等どのように
対処すればいいのかわからない。価格税金や諸問題。

床 傾斜測定（１） 床 傾斜測定（２）
相談風景 会場風景



協議会本年度活動における工夫 建築・住宅支援センター協議会

橿原ニュータウン住民への周知・普及

88

◎ 月 発行

8

◎10月19日発行
橿原市と白橿ニュータウン 自治会の協力により、
「空き家」問題と「まちづくり」の必要性を、
機関紙により住民に呼びかけた
（住民に各戸配布：3,400部）



協議会本年度活動における工夫 建築・住宅支援センター協議会

橿原ニュ タウン住民への周知・普及橿原ニュータウン住民への周知・普及

99

9

◎1月２６日発行
橿原市と白橿ニュータウン自治会の協力により、
「橿原市だより空き家相談会」を配布。
（住民に各戸配布：3,600部）



①「橿原ニュータウン不動産相談会」を実施することができました

協議会の成果 建築・住宅支援センター協議会

①「橿原ニュ タウン不動産相談会」を実施することができました。

統計によりますと日本の住宅は平均 築30年～35年で解体しているようですが、すでに40数年を

経過したこの橿原ニュータウンには、「空き家問題解消やそれを活用し流通させるための方策」が
どうしても今後必要になります。５０周年に向けた「まつづくり」にとりくむ絶好の機会を得たと考えどうしても今後必要になります。５ 周年に向けた ま くり」にとりくむ絶好の機会を得たと考え
ています。

②明日香村の既存民家インスペクションを実施する事ができました。

これを機会に村民に「インスペクション」の必要性と理解を訴えることで、どの程度の改修工事が
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必要で、予算が必要なのか、定住希望者が交渉に踏み入れる判断材料となる情報提供をすると
共に、既存住宅の品質確保につながるような成果を得たと考えます。

③顧客への直接的なサービスとして『職人への「直接発注」』や『材料・設備機器の直接購入』で建

築 事費用や材料費等を低減するシステムを構築できた とは 中古住宅市場で今後大きな成 10築工事費用や材料費等を低減するシステムを構築できたことは、中古住宅市場で今後大きな成
果につながると確信しています。

④「消費者への品質保証確保」「消費者の保護の枠組み」

「流通住宅ストックの質向上」「瑕疵保険会社との連携」をおこない ６０数名のインスペクタ 及「流通住宅ストックの質向上」「瑕疵保険会社との連携」をおこない、６０数名のインスペクター及
びアドバイザーの養成研修及び検査実践講習会で修了者に「登録証」を発行し、既存住宅の品
質の向上と品質保証確保にむけて整備することができました。

⑤「住宅再生プロジェクト部会員講習」により 協議会部会員が 顧客に対し既存建物の適格なアド⑤「住宅再生プロジェクト部会員講習」により、協議会部会員が、顧客に対し既存建物の適格なアド
バイスが行えるように、既存建物の検査知識・技術の習得講習会開催の意義は大きい。顧客に
接する彼らが、この講習会では、講義を聞き漏らすまいとして非常に熱心にメモをとっていた姿が
印象的です。今後の手応えと成果を感じた一瞬でした。



「協議会組織」について 残された課題

協議会の課題 建築・住宅支援センター協議会

「協議会組織」について、残された課題

建築・住宅支援センター協議会では、奈良県下の地域と歴史を生かした家・まちづくりを目指してい
ます。

◎古民家や町家を大切にした家づくり◎古民家や町家を大切にした家づくり

◎奈良の町並みにあった家づくり

◎奈良県産材を活用した家づくり の３項目です。

地域と歴史を無視した家づくり・まちづくりは いずれ奈良県民からは支持されなくなります

11

地域と歴史を無視した家づくり・まちづくりは、いずれ奈良県民からは支持されなくなります。

このうち、特に「奈良県産材を活用した家づくり」をすすめるための奈良県産材の関係者が当協議
会のメンバーに所属していません。

今後 不動産の流通を考えていく上や奈良県のためにも 奈良県産木材関係者等との連携が必要 11今後、不動産の流通を考えていく上や奈良県のためにも、奈良県産木材関係者等との連携が必要

と考えます。

「協議会活動」について、残された課題

協議会で目的や目標を掲げ関係者と努力し 不動産流通ビジネスモデルの形成に向け環境整備を協議会で目的や目標を掲げ関係者と努力し、不動産流通ビジネスモデルの形成に向け環境整備を
おこなってきました。活動を通じて、掲げた目標を達成するためには、県民の「信用」「信頼」を得る
ことと「広報活動」を継続していくことが必要だということが明らかとなりました。いくら素晴らしいシス
テムや考えても、県民に「広報」しなければ普及はしません。

県民に周知いただくまでに、これからも継続的な広報活動が必要となります。

もちろん協議会も努力しますが、できれば「奈良県」や「市町村」の機関紙等にでも取り上げていた
だくという「広報」活動の協力をいただければ、大きな力になります。

今後、どのような活動をするにせよ、国土交通省と奈良県や市町村と協議会の、緊密な連携が必
要不可欠です。



協議会活動の今後発展・普及に向けて 建築・住宅支援センター協議会

橿原 タウン既存住宅流通促進 の取組み（案） 明日香村空き家 土地バンク制度の抜本的改革(案)橿原ニュータウン既存住宅流通促進への取組み（案） 明日香村空き家・土地バンク制度の抜本的改革(案)
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◎【定住施策の空き家バンク制度の見直し】
空き家バンク制度による定住 移住支援を推進し 定の成果を空き家バンク制度による定住・移住支援を推進し一定の成果を
挙げてきたが、バンク制度において登録件数が伸びない、良質な
物件がほとんど登録されないなどの課題があり、この制度だけに
頼ることには限界があると考えられる。

民間不動産業者 建築業者等と協定を結び不動産業者が抱える

◎橿原市より橿原ニュータウンの空き家等対策について、
建築住宅支援センター協議会に対し上記の協力要請
スキーム図の提案がありました。

（活動等の具体化については今後上記をベースに検討していく） 民間不動産業者、建築業者等と協定を結び不動産業者が抱える
物件情報発信・不動産に関する相談・契約を行ってもらう。そして、
建築業者については改修工事の見積もりを提供してもらい、

リフォームについての相談も受け付け工事請負のサービス提供、
金融機関についてはリフォームローンの設定などの協力を願う。

（活動等の具体化については今後上記を スに検討していく）

◎奈良県土マネージメント部まちづくり推進局住宅課より、
建築 住宅支援センタ 協議会に対し具体的なまちづくり

奈良県より「市町村のまちづくり」への協力要請

※明日香村より建築住宅支援センター協議会に対し上記の協力要
請とスキーム図の提案がありました。

（活動等の具体化については今後上記をベースに検討していく）

建築・住宅支援センター協議会に対し具体的なまちづくり
への協力要請がありました。



ご清聴、まことに
あ が ござありがとうございました

建築 宅 援 協議建築・住宅支援センター協議会
若井 繁敏


